
 

第１０回徳島東部地域定住自立圏共生ビジョン懇談会の開催概要 

 

 

１ と き     令和２年１月３１日(金) １３：３０～１５：００ 
 

２ ところ     ホテル千秋閣 ７階 鳳の間（徳島市幸町３丁目） 
 

３ 出席者（委員） 加渡委員（会長）、板東委員（副会長）、元木委員、吉浦委員、髙橋委員、 

武中委員、坪内委員、野々山委員、小笠原委員、市川委員、安田委員、 

花岡委員 
 

４ 議 事     第２次徳島東部地域定住自立圏共生ビジョンの取組状況及び変更につい

て 
 

 ５ 委員からの主な意見等 
 

【共生ビジョン全般】 

・各事業の成果指標や目標値の設定について適正かどうか、様々な検討が必要である。 

・ＳＤＧｓの観点や女性参画の観点を次期共生ビジョンに盛り込んでほしい。 

・新型コロナウイルス感染症対策について、広域的に取り組んでほしい。 

 

【観光開発・観光誘致】 

・観光情報を発信する拠点機能を強化する必要がある。 

・観光情報の発信だけでなく、発信した情報をいかに見てもらえるかを意識してほしい。 

・外国人旅行者の受け入れ態勢の支援等を強化してほしい。 

・大型クルーズ船寄港の際に徳島東部地域全体の観光ＰＲを行ってほしい。 

・夜間の観光消費を促進することで、宿泊者数を増やしてほしい。 

 

【就農支援体制の連携強化】 

 ・農業技術の取得者、農業希望者と農地管理依頼者のマッチングができれば良いと思う。 

・農業の後継者不足と耕作放棄地が大きな問題である。 

 

【移住・長期滞在の推進】 

 ・移住定住の促進には、徳島を訪れる関係人口を増やす取り組みが重要だと思う。 

   ・徳島東部地域への移住者に移住理由などのアンケート調査を行ってほしい。 

 

【中心市街地の都市機能の充実】 

・そごうの跡地はどうなるのかなど、徳島市の中心市街地の活性化が大きな課題である。 

資料４ 


